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防災学習館で
　　いざというときの準備を



目次

2広報いわくに

表紙の写真

　５月６日、麻里布小学校の４

年生が災害について学ぶため、

岩国市防災学習館を訪れました。

児童は職員の説明を真剣な表情

で聞いた後、それぞれの災害の

模擬体験を行い、身をもって災

害の恐ろしさ、対処法などを学

びました。

岩国市防災学習館

02　防災学習館で学んで
　　もしもの災害に備えよう！

04　障害のある方を
　　　　　総合的に支援します
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08　すまいる
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12　健康教室・食推さんの食
　　べてみんさいおいしいけぇ

13　くらしの情報

21　おでかけ情報

24　みんなの写真館・
　　市長夢日記

　３月にオープンした岩国市防災学習館は、地震、洪水、高潮、火災、

土砂災害など、さまざまな災害の模擬体験を通して、防災に対する知識、

技術、行動力を身に付けることができる施設です。

　施設を体験した麻里布小学校４年生に感想を聞きました。

　

「
土
の
う
」
を
作
る
た
め
の
土
取
り
場
を

一
般
開
放
し
ま
す
。「
土
の
う
」
を
作
っ
て

持
ち
帰
り
、
梅
雨
や
台
風
に
よ
る
浸
水
に
備

え
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
４
日
㈯
、
８
月
27
日
㈯　

９
時

～
16
時

※
土
の
う
袋
は
、
で
き
る
だ
け
持
参
し
て
く

だ
さ
い

※
土
の
う
作
成
以
外
の
用
途
で
、
土
取
り
場

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

問
危
機
管
理
課
☎
㉙
5
1
1
9

2

［場所］

至岩国駅東口

至広島

岩国年金事務所

水
害
に
備
え
よ
う

新港町二丁目７－145
一文字終末処理場隣

！

煙避難体験

防災シアター

消火体験

地震体験

Q＆Aコーナー

119番通報体験

防災グッズ展示コーナー

岩国市防災学習館

［ 開館時間 ］　 9：00 ～ 17：00
［ 休 館 日 ］　月曜日（祝日の場合は翌日）年末年始
［ 利 用 料 ］　施設・駐車場ともに無料

※10人以上で利用する場合は、利用予定日の３カ月から10日前までの間に

　団体利用申込書を提出してください

災害の恐ろしさを立

体的映像から学べる

バーチャル体験シア

ターです

実際の火災のように煙

が充満した空間からの

避難体験ができます

火災映像と消火器を使っ

た消火体験ができます

大地震の揺れを体験できます

災害時に役立つ防災用品、防災

グッズを展示しています

クイズ形式で防災に関する知識

を身につけることができます

救急や火災時の119番

通報を体験できます

土取り場

終末
処理場

〒 740－0037

岩国市愛宕町一丁目４番１号

いわくに消防防災センター内

☎34－0020　　34－0021FAX

市営立石プール
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多
く
の
住
民
に
危
険
が
及
ぶ
恐
れ
の
あ
る

急
傾
斜
地
（
崖
）
で
、
個
人
が
対
策
工
事
を

す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
、
県
ま
た
は
市

が
予
防
工
事
・
復
旧
工
事
を
実
施
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

留
意
点

○
受
益
者
分
担
金
が
必
要
で
す　

○
工
事
用

地
の
寄
付
が
必
要
で
す　

○
工
事
に
伴
う
補

償
が
あ
り
ま
せ
ん　

○
行
為
制
限
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
河
川
課
☎
㉙
５
１
３
４

崖
崩
れ
な
ど
の
対
策

！

①パソコンから登録する場合
　http//www.fastalarm.jp/iwakuni/htdocs
　にアクセスしてメールアドレスを登録してください

　岩国市防災メールに登録すると、緊急情報や気象情

報を受け取ることができます。

防災メールに登録しよう

②携帯電話から登録する場合
　entry-iwakuni@fastalarm.jp
　に空メールを送信してください

携帯登録ＱＲコード

吉賀智寛くん

弥永将虎くん 栁川湘吾くん

吉賀智寛くんんんんん

藤本快くん 藤井晋之介くん

兼重美依奈さん 北田茉子さん

川尻真愛さん 小林千紘さん
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障害のある方を

　　　　　総合的に支援します

　

４
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
「
障
害
者
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
主
任
相
談
支
援
専
門
員
の
森
岡

剛
史
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

主任相談支援専門員

森
もりおか

岡　剛
た け し

史

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

―
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
ど

の
よ
う
な
機
関
な
の
で
し
ょ
う
か
？

森
岡　

一
言
で
い
う
と
、
障
害
の
あ
る
方
の

総
合
相
談
窓
口
で
す
。
専
門
の
相
談
員
が
、

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
、

ど
ん
な
障
害
に
関
し
て
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
も
あ
っ
た
７
つ
の
相
談
支

援
事
業
所
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
域
の

課
題
を
解
決
し
て
い
く
と
い
う
役
割
も
あ
り

ま
す
。

―
相
談
は
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
相
談

支
援
事
業
所
の
ど
ち
ら
に
し
た
ら
い
い
の
で

す
か
？

森
岡　

ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
岩
国
市

は
非
常
に
面
積
が
広
く
、
地
域
ご
と
に
地
域

性
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
各
相
談
支
援
事
業

所
に
は
そ
の
地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と

い
う
利
点
が
あ
る
反
面
、
だ
か
ら
こ
そ
相
談

で
き
な
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

事
情
に
応
じ
て
相
談
し
や
す
い
窓
口
に
相
談

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
に

　
　
　
　

寄
り
添
っ
て
進
む
伴
走
者
に

―
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
か
？

森
岡　

障
害
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
な
支
援
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

―
具
体
的
に
は
？

森
岡　

一
口
に
障
害
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
程
度
や
特
性
も
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
し
、
何
が
暮
ら
し
に
く
さ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
か
も
一
人
一
人
違
い
ま
す
。

　

そ
の
人
の
生
活
に
何
が
必
要
な
の
か
を
し

っ
か
り
把
握
し
、
ど
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば

そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
の
か
、
そ
れ
を
一

番
に
考
え
て
、
適
切
な
助
言
を
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
障
害
の
あ
る
方
や

そ
の
ご
家
族
と
一
緒
に
考
え
、
と
も
に
生
活

を
作
り
上
げ
て
い
く
、
い
わ
ば
伴
走
者
の
よ

う
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。←

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
以
外
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
支
援
事
業
所

事　業　所　名 所在地 電　話 ＦＡＸ

岩国市障害者サービスセンター 岩国四丁目２-20 43-2399 44-0031

地域生活支援センタートライアングル 横山一丁目12-51 44-3244 44-3245

障害者地域支援センターしらかば 室の木町三丁目１-74 21-8750 28-2861

緑風会障害者生活支援センター 由宇町北一丁目５-20 63-2882 62-1134

障害者支援センターリフレ 玖珂町1887 82-0018 82-5013

障害者地域生活支援センタープログレス 美和町生見2128 95-0500 96-0001

相談支援事業所くれよん（障害児のみ） 今津町一丁目12-1 090-8248-9986 35-6645



USER'S VOICE

Ａさん

　今までどこに相談したら良いのかわからなかった。初めての

相談は勇気が必要だったが丁寧に対応してもらい、また相談し

たいと思った。

Ｂさん

　基幹と聞いてどんなところだろうと思ったが相談してみると、

こんなことでも聞いていいんだと安心して相談できた。

Ｃさん

　女性の職員さんもいて安心して相談できた。

障害者基幹相談支援センターに

相談された方の声を紹介します

誰
で
も
気
軽
に
相
談
を

―
ど
の
よ
う
な
方
が
相
談
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
？

森
岡　

障
害
を
お
持
ち
の
方
や
暮
ら
し
に
お

困
り
の
方
、
そ
の
ご
家
族
な
ど
、
ど
な
た
で

も
相
談
で
き
ま
す
。

　

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務

を
行
う
「
く
ら
し
自
立
応
援
セ
ン
タ
ー
い
わ

く
に
」
で
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援

事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

方
面
か
ら
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2

くらし自立応援センターいわくに

（障害者基幹相談支援センター）

麻里布町七丁目１番２号

岩国市福祉会館３階

☎ 24-2571　

FAX 28-4535

iwasha-kurashi@iwasha.jp

く

（障（障

くらし自立応援
センターいわくに公共職業安定所

麻里布小学校

☎
FF岩国警察署

至
広
島

広
島

至岩国駅

2

くくらししくくらし
セセンタタセン所所所所

税務署
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【
障
害
者
手
帳
】

　

障
害
者
手
帳
は
、
障
害
を
証
明
す
る
た
め

の
手
帳
で
す
。
障
害
福
祉
の
制
度
・
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
に
は
、
手
帳
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
交
付
を
受
け
る
に
は
、
高
齢

障
害
課
に
申
請
が
必
要
で
す
。（
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
）

【
障
害
福
祉
制
度
】

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス　

居
宅
介
護
な
ど

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス　

生
活
介
護
、
就
労

移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援
、
短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
な
ど

居
住
系
サ
ー
ビ
ス　

共
同
生
活
援
助
（
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
）、
施
設
入
所
支
援
な
ど

障
害
児
サ
ー
ビ
ス　

児
童
発
達
支
援
、
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

地
域
生
活
支
援
事
業　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
、
日
中
一
時
支
援
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ

ス
な
ど

用
具
の
給
付　

補
装
具
費
の
支
給
（
購
入
・

修
理
）、
日
常
生
活
用
具
給
付

医
療
費
の
助
成　

自
立
支
援
医
療
（
更
生
医

療
・
育
成
医
療
・
精
神
通
院
・
療
養
介
護
）

減
免
制
度　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
送
受
信
料
の

減
免

税
金
の
軽
減
措
置
・
控
除

○
自
動
車
税
の
減
免
＝
岩
国
県
税
事
務
所
☎

㉙
１
５
０
２　

○
自
動
車
取
得
税
の
減
免
＝

山
口
県
税
事
務
所
自
動
車
税
課
☎
０
８
３
―

９
２
２
―
７
６
９
１　

○
軽
自
動
車
税
の
減

免
＝
課
税
課
☎
㉙
５
０
５
３
、
総
合
支
所
、

支
所　

○
所
得
税
の
控
除
＝
岩
国
税
務
署
☎

㉒
０
１
１
１　

○
住
民
税
の
控
除
＝
課
税
課

☎
㉙
５
０
５
４
、
総
合
支
所
、
支
所 

交
通
機
関
に
関
す
る
助
成　

障
害
者
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
券
、
バ
ス
障
害
優
待
乗
車
証
、

有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引
、
運
賃
割
引
制

度
な
ど

障
害
者
手
当
制
度　

特
別
障
害
者
手
当
、
障

害
児
福
祉
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
心

身
障
害
児
福
祉
手
当
な
ど

そ
の
ほ
か
の
制
度　

点
字
図
書
の
貸
し
出
し

・
図
書
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
＝
中
央
図
書
館
☎

㉛
０
０
４
６
、
Ｗ
ｅ
ｂ
１
１
９
、
自
動
車
運

転
免
許
取
得
費
・
自
動
車
改
造
費
の
助
成
、

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
、要
約
筆
記
者
・

手
話
通
訳
者
の
派
遣
な
ど

問
高
齢
障
害
課
☎
㉙
２
５
２
２
、
総
合
支
所
、

支
所

障
害
の
あ
る
方
を
支
援
す
る

　
　
　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
あ
り
ま
す
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市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

第39回 錦帯橋まつり

橋
上
に
歴
史
再
現

　

４
月
29
日
、
爽
や
か
に
晴
れ
渡
っ

た
空
の
下「
第
39
回
錦
帯
橋
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
約
４
万
２
千
人
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

旧
藩
主
感
謝
祭
が
吉
香
神
社
で
し

め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
後
、
吉
香

公
園
周
辺
の
会
場
で
は
、
空
手
道
演

武
、
吹
奏
楽
演
奏
、
お
茶
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
錦
帯
橋
世
界
遺
産
推
進
ブ

ー
ス
で
は
、
錦
帯
橋
模
型
の
組
立
体

験
の
後
、
子
供
が
模
型
の
上
で
強
度

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

昼
過
ぎ
に
は
、
華
や
か
な
着
物
姿

の
女
性
た
ち
に
よ
る
「
時
代
着
物
行

列
」
を
先
頭
に
、
子
供
た
ち
に
よ
る

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
南
条

踊
」、
地
元
住
民
に
よ
る
「
小こ

ぬ

か糠
踊

り
」、
３
つ
の
保
存
会
に
よ
る
「
奴

道
中
」、参
勤
交
代
を
再
現
し
た
「
大

名
行
列
」
が
次
々
と
錦
帯
橋
の
上
を

練
り
歩
き
、
総
勢
約
３
０
０
人
が
時

代
絵
巻
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

河
川
敷
で
は
、
岩
国
藩
鉄
砲
隊
保

存
会
に
よ
る
「
鉄
砲
隊
演
武
」
や
「
岩

国
太
鼓
」
が
披
露
さ
れ
、
勇
壮
な
姿

に
見
物
客
が
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

問
観
光
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
６
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
４
月

６
日
～
15
日
）
の
期
間
に
合
わ
せ
た

４
月
12
日
、
市
民
会
館
前
で
交
通
安

全
市
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
関
係
団

体
を
は
じ
め
約
５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

交
通
安
全
岩
国
市
対
策
協
議
会
会

長
を
務
め
る
福
田
良
彦
市
長
が
「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

な
ど
５
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
「
各

自
が
歩
行
者
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
立
場

と
な
り
、
ま
ず
は
自
分
が
模
範
と
な

る
よ
う
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
大
切

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

無
事
故
無
違
反
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰

の
ほ
か
、
交
通
安
全
宣
言
で
は
え
き

ま
え
保
育
園
園
児
が
「
と
び
だ
し
は

し
ま
せ
ん
。
ど
う
ろ
で
は
あ
そ
び
ま

せ
ん
。
や
く
そ
く
し
ま
す
」
と
元
気

な
声
で
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

大
会
後
は
岩
国
地
区
消
防
音
楽
隊

が
先
導
し
て
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
周

囲
の
人
に
交
通
安
全
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
☎
㉙
５
０
１
８

交
通
安
全
へ
の
誓
い
を
新
た
に

被
災
地
へ
善
意
届
け
る

交通安全市民大会＆パレード

▲プラカードを掲げパレードで交通安全を呼び掛けた

▲えきまえ保育園園児が元気な声で交通安全宣言

▲災害救援物資を積み込む市職員と海上自衛隊員

▲フレンドシップデーで福田市長と岩国総合高校の生

　徒が募金活動を行った

熊本地震 災害救援物資・義援金

　

市
で
は
、
こ
の
た
び
発
生
し
た
平

成
28
年
熊
本
地
震
の
被
災
者
を
支
援

す
る
た
め
、
災
害
救
援
物
資
を
被
災

地
に
送
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
20
日
に
岩
国
商
工
会
議
所
か

ら
飲
料
水
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
千
本
）

の
寄
贈
を
受
け
た
ほ
か
、
４
月
22
日

か
ら
26
日
ま
で
市
民
に
災
害
救
援
物

資
の
提
供
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、

短
い
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
6
6
5

件
も
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
１
万
３
５
４
０
ロ
ー

ル
、
飲
料
水
５
２
４
５
本
、
生
理
用

品
１
３
０
５
パ
ッ
ク
、
紙
お
む
つ
１

０
４
７
パ
ッ
ク
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

地
震
に
よ
る
影
響
で
交
通
網
が
寸

断
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
災
害
救
援
物
資
は
海
上
自
衛
隊
31

航
空
群
に
輸
送
の
協
力
を
依
頼
し
、

４
月
28
日
に
岩
国
市
地
方
卸
売
市
場

で
引
き
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
個
人
や
団

体
か
ら
災
害
義
援
金
の
寄
贈
を
受
け

て
お
り
、
日
本
赤
十
字
社
岩
国
市
地

区
か
ら
山
口
県
支
部
を
通
じ
て
被
災

地
に
送
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
☎
㉙
５
1
1
9

社
会
課
☎
㉙
５
0
7
０

7
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す
ま

い
る

Smile

Vol.86

足谷　直紀さん

（平田在住）

　高森高等学校３年。

１年の夏からチームの

キャプテンを務め、部

員のみならず、一緒に

練習する高森みどり中

学校の部員からの信頼

も厚い。

▼カヌー競技の会場となる周東町中山湖で
　練習に励む足谷さん

エスキーの写真

8

高
校
カ
ヌ
ー
の

　
　
　
　

集
大
成
と
し
て

　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
高
校
生
の
目
標
の
一
つ

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
こ
の
夏
、
岩
国
市
を
会
場

に
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
と
カ
ヌ
ー
競
技
が
行

わ
れ
ま
す
。
地
元
開
催
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

の
入
賞
を
目
標
に
一
生
懸
命
に
練
習
に
打
ち

込
ん
で
い
る
の
は
、
高
森
高
等
学
校
カ
ヌ
ー

部
キ
ャ
プ
テ
ン
の
足
谷
直
紀
さ
ん
で
す
。

　

小
学
校
、
中
学
校
で
は
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

い
た
足
谷
さ
ん
で
す
が
、
高
校
で
も
続
け
る

か
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
カ
ヌ

ー
部
に
勧
誘
さ
れ
「
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
ろ

う
」
と
興
味
が
湧
き
ま
す
。
先
輩
や
顧
問
の

熱
い
言
葉
に
心
を
動
か
さ
れ
、
中
山
湖
ま
で

練
習
を
見
学
に
行
っ
た
足
谷
さ
ん
。
目
の
当

た
り
に
し
た
カ
ヌ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
に
魅
了
さ

れ
、
そ
の
場
で
入
部
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の

と
き
に
２
年
後
の
地
元
開
催
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
の
活
躍
を
目
標
に
し
た
そ
う
で
す
。

た
こ
と
が
原
因
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
悔
し
く
て
申
し
訳
な
く
て
涙
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。

　

引
退
す
る
３
年
生
が
、
２
年
生
の
い
な
い

新
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
指
名
し
た
の
は

足
谷
さ
ん
で
し
た
。「
引
っ
込
み
思
案
で
前

に
立
つ
方
で
は
な
い
。
キ
ャ
プ
テ
ン
は
嫌

だ
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
が
、
そ

れ
か
ら
徐
々
に
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
常
に
先
頭
で
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て

い
く
こ
と
を
心
掛
け
、
周
り
が
よ
く
見
え
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
足
谷
さ
ん
に
、
カ

ヌ
ー
の
魅
力
と
目
標
を
聞
き
ま
し
た
。

　

「
ス
ピ
ー
ド
感
が
魅
力
で
す
。
練
習
は
き

つ
い
け
れ
ど
、
や
れ
ば
や
る
だ
け
速
く
な
る

の
で
楽
し
い
で
す
。
目
標
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

へ
の
出
場
権
を
取
り
、
個
人
で
入
賞
、
チ
ー

ム
で
総
合
入
賞
す
る
こ
と
で
す
。
カ
ヌ
ー
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
そ

の
た
め
に
も
い
い
成
績
を
残
し
た
い
で
す
」

▲中国大会の賞状を手に高森高等学
　校カヌー部の仲間と

▲ただ練習するだけでなく速くなる
　ための理論も定期的に学んでいる　

　

厳
し
く
て
つ
ら
い
練
習
に
も

「
自
分
が
や
る
と
決
め
た
こ
と

だ
か
ら
、
一
度
も
や
め
た
い
と

思
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と
い
う

足
谷
さ
ん
が
、
最
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
と
話
す
の
が
、
１
年

生
の
夏
に
３
年
生
と
組
ん
で
出

場
し
た
ペ
ア
で
の
レ
ー
ス
で
す
。

３
年
生
に
と
っ
て
は
負
け
れ
ば

最
後
と
な
る
大
会
で
、
準
決
勝

進
出
を
目
前
に
し
た
ゴ
ー
ル
前
、

足
谷
さ
ん
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
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迫力満点・華麗な演技

　航空ショーに魅せられて

フレンドシップデー 2016

2016.6.19

　

会
場
で
は
海
兵
隊
員
や
地
上
展
示
さ

れ
た
米
軍
機
と
記
念
撮
影
を
す
る
来
場

者
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
タ
ー
キ
ー
レ
ッ
グ

な
ど
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ー
ド
の
販
売
エ

リ
ア
、
巨
大
遊
具
の
あ
る
キ
ッ
ズ
ラ
ン

ド
、
機
内
見
学
が
で
き
る
米
軍
機
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
長
い
行
列
が
で
き
、
来
場

者
は
順
番
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
し
た
。

　

５
月
５
日
、
米
海
兵
隊
岩
国
航
空
基

地
で
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
ー
」
が
開

催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
航
空
フ
ァ
ン

や
家
族
連
れ
な
ど
約
17
万
５
千
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

当
初
共
催
予
定
だ
っ
た
海
上
自
衛
隊

は
、
熊
本
地
震
へ
の
対
応
の
た
め
航
空

シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
、

今
回
は
米
軍
の
単
独
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
40
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
航
空
シ
ョ
ー
が
充
実
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

40
回
目
の
開
催

　

航
空
シ
ョ
ー
で
は
初
め
て
の
演
目

と
し
て
、
米
陸
軍
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
部

隊
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ナ
イ
ツ
」
の
演
技
や
、

垂
直
離
着
陸
機
Ａ
Ｖ
８
Ｂ
ハ
リ
ア
ー
と

Ｍ
Ｖ
22
Ｂ
オ
ス
プ
レ
イ
の
展
示
飛
行
が

披
露
さ
れ
、
航
空
フ
ァ
ン
た
ち
は
そ
の

姿
を
カ
メ
ラ
に
納
め
て
い
ま
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ　

初
の
展
示
飛
行

楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ

▲ゴールデンナイツのパラシュー

　ト降下

▲隊員と記念撮影する女性たち

▲ペンバートン・エアロスポーツによるスカイダイビング

▲子供たちに大人気の巨大滑り台

▲ＡＶ８Ｂハリアーの展示飛行▲ＭＶ22Ｂオスプレイの展示飛行

　（国内初）

▲順番を待つ来場者の列
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ポーセラーツ体験教室

　４月16日から18日まで、錦町

府谷地区で「第 10 回シバザクラ

まつり」が開催されました。

　16日には琴の演奏といのしし

鍋の販売、17日はオカリナ演奏

や豆腐作り体験がありました。

　地元の人たちによるカフェや特

産品販売もあり、訪れた人はシバ

ザクラの花を楽しみながら舌鼓を

打ちました。

　４月16日、本郷ふるさと交流館で、ポーセラーツインスト

ラクターの松田博美さんを講師に迎え「ポーセラーツ（白磁器

に特殊な転写シールを貼りつける磁器絵付け）体験教室」が開

催されました。53人が参加し、楽しい雰囲気の中、好きな色

や柄を選んでそれぞれの個性を発揮していました。

シバザクラを楽しみに

　４月９日、美和町長谷の旧長谷小学校グラウンドに「長谷交

流館」が完成し、落成式が行われました。式では、福田良彦市

長が長谷地区ふるさとづくり推進協議会の篠田三宜副会長に交

流館の鍵の贈呈をし、地元の人とともに完成を祝いました。

　交流館は都市と里山の交流拠点としての利用が期待されます。

地域交流の拠点に 長谷交流館落成式

　4月17日、美川町の東谷さぬき

パークで「ふれあい水車まつり」

が開催されました。

　天候にも恵まれ、参加者はタケ

ノコ掘り・ワラビ採りと里山を大

いに楽しみました。

　子供たちもイタドリの水車や笹

舟を作り、普段は体験できないこ

とに大はしゃぎで、思い出に残る

一日となりました。

ふれあい水車まつり♪
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クリオネがやってきた

子供の成長を願って

学校跡に響く 和太鼓の音

　４月17日「学校跡 LIVETOUR in 旧祖生東小学校」が開催

され、島根県を拠点に活動している「今福座」が交流の輪を広

げるため、和太鼓演奏を披露しました。

　会場になった旧祖生東小学校は２年前に廃校となりましたが、

約200人もの地域住民が訪れ、活気にあふれていました。

　4月28日、中央公民館で「ぴよ

ぴよ広場　こいのぼり作り」が行

われました。親子13組が参加し、

好きな色のクレヨンや色画用紙を

使って、かわいいこいのぼりを上

手に作っていました。

　参加した子供たちは、完成した

こいのぼりをお母さんに見せて

「楽しかった」と嬉しそうにこいの

ぼりを振っていました。

　今年もミクロ生物館に、北海道

立オホーツク流氷科学センターと

東京農業大学生の高野さんの協力

により、流氷の妖精「クリオネ（別

名ハダカカメガイ）」約 50 匹が

やってきました。

　訪れた人々は虫眼鏡を使ってク

リオネを探し、水の中をひらひら

と華麗に舞うその姿を見つけ癒さ

れていました。

　４月10日、玖珂町の谷
や つ か み

津上地区にある比叡神社の参道で、

恒例の春まつりが開催され、地元で種から育てて作られたおい

しい手打ちそばなどがふるまわれました。またこの地区に伝わ

る谷
や つ

津神楽舞の奉納も行われ、日頃は静かな参道に笛や太鼓の

澄んだ音色が響き、地元の人や訪れた人でにぎわいました。

比叡神社、春のにぎわい



①玉ネギは薄くスライスし、レンジ（600W）で２～           

　３分加熱する。

②鍋にバターを溶かし、玉ネギを加えて軽く炒めた

　らふたをしてそのまま10分程弱火にかけておく。

③ふたを取り、玉ネギがあめ色になるまで丁寧に炒

　める。

④水と固形コンソメを加え５分ほど煮たら、塩コシ

　ョウで味を調える。

⑤フランスパンを軽くトーストして器に入れたスー

　プの上に乗せ、ピザ用チーズを散らし、トースター

　で焼き色をつける。

⑥お好みでパセリを散らす。

★ひとことポイント★

　レンジを活用することで時間の掛かるあめ色玉ネ

ギも簡単に作れます。

⑤

●
尿
路
結
石

12広報いわくに

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

[123]

簡単！オニオン
　　　 グラタンスープ

　

近
年
、
尿
路
結
石
を
患
う
人
は
増
加
し
て

き
て
い
ま
す
。
男
性
の
７
人
に
１
人
、
女
性

の
15
人
に
１
人
は
一
生
に
１
度
は
か
か
る
と

い
わ
れ
、
決
し
て
ま
れ
な
疾
患
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

尿
路
結
石
は
結
石
の
位
置
に
よ
っ
て
腎
結

石
、
尿
管
結
石
、
膀ぼ

う
こ
う胱

結
石
、
尿
道
結
石
に

分
け
ら
れ
ま
す
が
、
96
％
は
腎
結
石
と
尿
管

結
石
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
主
に

こ
の
２
つ
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

尿
路
結
石
は
全
て
の
年
代
に
み
ら
れ
ま
す

が
、
男
性
で
は
30
～
50
歳
代
に
、
女
性
で
は

50
歳
以
降
に
多
く
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
を

合
併
す
る
頻
度
が
高
く
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
人
に
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
女

性
で
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
低
下
が
原
因
で
50

歳
前
後
か
ら
増
え
て
き
ま
す
。

　

症
状
は
結
石
の
位
置
や
大
き
さ
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
無
症
状
で
検
診
な
ど
で
た
ま

た
ま
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
通
常

は
血
尿
と
結
石
の
あ
る
側
の
腰
か
ら
わ
き
腹

に
か
け
て
の
痛
み
で
す
。
痛
み
は
鈍
い
痛
み

か
ら
強
い
痛
み
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ひ

ど
い
時
は
吐
き
気
を
伴
う
激
痛
で
七
転
八
倒

の
苦
し
み
を
感
じ
る
せ
ん
痛
発
作
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

結
石
の
治
療
と
し
て
、
一
般
に
長
さ
が
９

㎜
以
下
の
比
較
的
小
さ
な
も
の
は
自
然
排
石

を
促
し
、
10
㎜
以
上
の
大
き
な
も
の
は
Ｅ
Ｓ

Ｗ
Ｌ
（
対
外
式
衝
撃
波
砕
石
術
）、
Ｔ
Ｕ
Ｌ

（
経
尿
道
的
結
石
砕
石
術
）、
Ｐ
Ｎ
Ｌ
（
経
皮

的
超
音
波
砕
石
術
）
な
ど
の
手
術
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

結
石
は
再
発
率
が
高
く
予
防
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
一
日
２
L
以
上
の
水
分
摂
取
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
（
動
物
性
脂
肪
や
動

物
性
た
ん
ぱ
く
質
は
控
え
め
に
、
塩
分
・
糖

分
の
過
剰
摂
取
を
避
け
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲

み
す
ぎ
に
注
意
な
ど
）、
適
度
な
運
動
、
夕

食
後
か
ら
就
寝
ま
で
の
時
間
を
４
時
間
以
上

空
け
る
こ
と
な
ど
が
再
発
予
防
に
な
り
ま
す
。

ま
た
結
石
に
よ
っ
て
は
再
発
予
防
の
薬
が
必

要
な
時
も
あ
り
ま
す
。

　

尿
路
結
石
は
再
発
を
予
防
し
て
初
め
て
完

治
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岩
国
市
医
師
会
】

作り方

材料（２人分）

・玉ネギ…２個

・バター…10ｇ

・水…２カップ

・固形コンソメ…２個

・塩コショウ…少々

・フランスパン…2切れ

・ピザ用チーズ…適量

・パセリ…適量

●エネルギー 241kcal/ 人　●塩分 3.1g/ 人

レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会
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提
出
先　

こ
ど
も
支
援
課
、
総
合
支
所
、
支

所
、
出
張
所

問
こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
５

農
業
委
員
会
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
決
定

　

農
業
委
員
会
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

よ
り
新
設
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
は
、
担
当
区
域
で
現
場
活
動
（
農
地
の
利

用
状
況
調
査
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
委
員
（
24
人
）

　

福
田
博
一
、
廣
本
照
子
、
松
重
公
義
、
深

井
晃
、
福
田　

彦
、
松
宮
榮
昭
、
田
中
久
美
、

上
田
恩
、
末
光
智
美
（
旧
岩
国
市
）、
長
永

　

（
由
宇
町
）、
藤
村
浩
司
（
玖
珂
町
）、
石

見
共
江
、
片
山
剛
、
常
藤
隆
彦
、
小
川
栄
太

郎
、
松
村
敏
彦
、
秋
本
義
春
、
林
聖
文
（
周

東
町
）、
杉
本
孝
道
、
梅
川
仁
樹
（
錦
町
）、

水
野
ミ
ツ
子
（
美
川
町
）、
森
本
英
宗
、
寺

篤
志
（
美
和
町
）、
原
田
孝
親
（
本
郷
町
）

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
52
人
）

　

中
川
成
一
、
白
木
悦
子
、
弘
中
利
夫
、
有

村
健
男
、
尾
賀
茂
男
、
賀
屋
國
昭
、
相
川
典

生
、
藤
中
征
治
、
秋
山
敏
幸
、
貴
舩
一
美
、

勝
井
清
志
、
山
下
博
、
藤
本
哲
、
岩
重
辰
彦
、

伊
原
哲
男
（
旧
岩
国
市
）、
森
川
稔
己
、
岡

町
隆
則
、
佐
上
則
行
、
田
中
秀
明
（
由
宇
町
）、

髙
林
雅
夫
、
荒
川
実
、
飛
石
泰
次
（
玖
珂
町
）、

西
村
龍
信
、
佐
崎
恭
児
、
難
波
則
夫
、
荒
川

勝
己
、
和
田
太
、
若
森
育
生
、
山
近
一
典
、

清
弘
光
昭
、
藤
井
時
宗
、
日
保
晴
威
千
、
山

本
邦
男
、
山
手
祐
治
、
後
藤
昌
之
、
向
井
淳

（
周
東
町
）、
舞
田
敏
和
、
弘
兼
信
哉
、
三
家

本
正
博
、
榎
本
耕
大
、
中
本
寛
二
、
井
藤
洋

二
（
錦
町
）、
上
田
周
二
（
美
川
町
）、
中
本

一
男
、
宇
津
本
一
憲
、
松
本
俊
雄
、
岡
勝
文
、

渋
谷
尚
義
、
蔵
本
和
枝
、
槇
本
秋
憲
（
美
和

町
）、
立
山
正
富
、
三
分
一
正
二
（
本
郷
町
）

問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
㉙
５
２
３
０
、
農

業
委
員
会
事
務
局
支
所

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

　

労
働
保
険
の
平
成
27
年
度
分
の
確
定
保
険

料
と
平
成
28
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の
申
告

・
納
付
手
続
き
は
、
６
月
１
日
㈬
～
７
月
11

日
㈪
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
受
付
相
談
会

　

申
告
書
の
記
入
相
談
・
受
理
、
保
険
料
の

納
付
な
ど
が
で
き
ま
す
。

日
時　

６
月
28
日
㈫
、
７
月
６
日
㈬　

10
時

～
15
時

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

２
階
特
別
会

議
室

問
山
口
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
３
―
９
９
５
―
０
３
６
６

市
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
方
法
な
ど
の
見
直
し

　

市
県
民
税
を
公
的
年
金
か
ら
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
て
い
る
人
の
徴
収
方
法
な
ど

が
見
直
さ
れ
ま
す
。
10
月
以
降
の
転
出
時
や

税
額
変
更
時
の
特
別
徴
収
の
継
続
要
件
お
よ

び
来
年
度
か
ら
の
仮
徴
収
額（
４
・
６
・
８
月
）

の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
変
更
は

徴
収
方
法
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
、
税
額

（
総
額
）
は
増
減
し
ま
せ
ん
。

問
課
税
課
☎
㉙
５
０
５
４

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の

　
　
　
　
　

駆
除
に
ご
協
力
を

　

特
定
外
来
生
物
の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は

５
月
～
７
月
に
か
け
て
コ
ス
モ
ス
と
よ
く
似

た
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
つ
け
ま
す
。
見
つ

け
た
ら
、
根
か
ら
抜
き
取
っ
た
り
地
面
か
ら

刈
り
取
っ
た
り
す
る
な
ど
、
種
子
を
つ
け
る

前
の
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
岩
国
市
緑
化
推
進
委
員
会
（
農
林
振
興
課

内
）
☎
㉙
５
１
１
５

児
童
手
当
の
更
新
手
続
き

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
５
月

末
に
郵
送
さ
れ
た
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

期
間　

６
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

お
知
ら
せ
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発
揮
し
就
労
で
き
る
よ
う
雇
用
管
理
の
改
善

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
山
口
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
０
８
３
―
９
９
５
―
０
３
８
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
☎
㉑
３
２
８
１

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

６
月
１
日
㈬
・
３
日
㈮
・
６
日
㈪
・

８
日
㈬
・
10
日
㈮
・
13
日
㈪
・
14
日
㈫
・
16

日
㈭
・
17
日
㈮
・
20
日
㈪
〜
24
日
㈮　

８
時

～
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

浄
化
槽
法
定
検
査
は

　
　
　

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

全
て
の
浄
化
槽
に
は
、
定
期
的
な
保
守
点

検
お
よ
び
清
掃
と
は
別
に
年
１
回
の
法
定
検

査
（
法
第
11
条
定
期
検
査
）
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
山
口
県
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
㉙
１
５
２
８

６
月
は
環
境
月
間
で
す

●
身
近
に
あ
る
大
気
汚
染
物
質
は
？

Ｐ
Ｍ
2.5　

大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
２
・
５

μ
マ
イ
ク
ロｍ

以
下
の
小
さ
な
粒
子
で
す
。
髪
の
毛
の

太
さ
の
30
分
の
１
程
度
の
大
き
さ
し
か
な
い

た
め
、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
や
す
く
、
吸

い
込
む
と
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト　

工
場
や
自
動
車
か

ら
出
る
窒
素
酸
化
物
な
ど
か
ら
で
き
る
酸
化

性
物
質
の
総
称
で
す
。
陽
射
し
が
強
く
、
気

温
が
高
い
、
風
の
弱
い
日
な
ど
に
多
く
な
る

傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
多
く
発

生
し
ま
す
。
濃
度
が
高
く
な
る
と
「
目
が
チ

カ
チ
カ
す
る
」
「
の
ど
が
痛
い
」
「
体
が
だ
る

い
」
「
頭
痛
が
す
る
」
な
ど
の
症
状
が
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
注
意
し

よ
う
！

　

県
で
は
、
大
気
測
定
の
結
果
や

発
令
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
注
意
報
の

発
令
や
注
意
喚
起
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
は
、
外
出
を
控
え
る
な
ど
の

対
応
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
県
東
部
地
域
・

自
動
応
答
）

☎
０
８
３
―
９
２
２
―
１
８
３
４

●
「
岩
国
市
の
環
境
」
が
で
き
ま
し
た

　

市
の
環
境
の
現
状
を
ま
と
め
た
「
岩
国
市

の
環
境　

第
47
報
」
が
で
き
ま
し
た
。
市
内

各
図
書
館
お
よ
び
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

県
産
木
材
を
利
用
し
て

家
を
建
て
る
人
を
支
援
し
ま
す

　

優
良
県
産
木
材
な
ど
を
利
用
し
、
耐
震
性

な
ど
の
一
定
の
基
準
を
満
た
す
住
宅
を
新
築

す
る
人
に
建
築
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
額　

50
万
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
山
口
県
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課　

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
３
３
９
５

６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題

　
　
　
　
　
　

啓
発
月
間
で
す

　

外
国
人
労
働
者
（
特
別
永
住
者
を
除
く
）

の
雇
い
入
れ
や
離
職
の
際
に
は
、
氏
名
、
在

留
資
格
に
つ
い
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
労
働
関
係
法
令
お
よ
び
社
会
保
険
関

係
法
令
は
、
外
国
人
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
が
適
切
な
労
働
条
件
と
安
全

衛
生
の
下
、
在
留
資
格
の
範
囲
内
で
能
力
を

広告

山口県　大気環境 検索

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。
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●
水
道
相
談
室
、
蛇
口
の
ケ
レ
ッ
プ
や
パ
ッ

キ
ン
の
無
料
配
布

日
時　

６
月
１
日
㈬
～
３
日
㈮
・
６
日
㈪
・

７
日
㈫　

９
時
～
17
時

場
所　

水
道
局
給
水
課
、
玖
北
事
業
所
、
玖

西
事
業
所
（
水
道
相
談
室
は
給
水
課
の
み
）

問
水
道
局
給
水
課
☎
㉒
１
１
９
８

市
議
会
６
月
定
例
会
を

　
　

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
一
般
事
務

に
つ
い
て
質
問
す
る
も
の
で
、
市
議
会
の
定

例
会
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。
６
月
定
例
会
一

般
質
問
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
程　

６
月
上
旬
の
予
定
（
決
ま
り
次
第
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
予
定
）

場
所　

市
役
所　

６
階
議
場

定
員　

66
人

手
順　

当
日
、
議
場
傍
聴
人
入
口
横
の
受
け

付
け
で
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
の
後
、

傍
聴
券
を
受
け
取
り
入
場

主
な
禁
止
事
項　

○
許
可
な
く
撮
影
お
よ
び

録
音
を
す
る
こ
と　

○
飲
食
、
喫
煙
、
携
帯

電
話
な
ど
の
情
報
通
信
機
器
の
使
用　

○
帽

子
、
鉢
巻
き
、
腕
章
の
着
用　

※
現
場
の
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

問
議
事
課
☎
㉙
５
１
９
３

教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
43
会
議
室
）、

中
央
図
書
館
、
周
東
図
書
館

※
展
示
場
所
に
は
意
見
用
紙
を
設
置

問
学
校
教
育
課
☎
㉙
５
２
０
３

老
朽
危
険
空
き
家

　
　

除
却
促
進
事
業
費
補
助
金

　

危
険
な
老
朽
空
き
家
を
除
却
（
解
体
）
す

る
た
め
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

○
木
造
・
軽
量
鉄
骨
造
で
主
と
し
て

居
住
用
の
も
の（
法
人
所
有
の
も
の
は
除
く
）

○
市
に
よ
る「
建
築
物
の
不
良
度
・
危
険
度
」

の
判
定
で
一
定
以
上
の
評
点
と
な
る
も
の　

※
交
付
決
定
前
に
着
手
し
た
工
事
や
、
浄
化

槽
の
除
却
工
事
な
ど
は
対
象
外

※
そ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

補
助
金
額　

除
却
費
用
の
３
分
の
１
（
限
度

額
30
万
円
）

募
集
開
始　

６
月
１
日
㈬

申
問
建
築
住
宅
課
☎
㉙
５
１
３
８

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

「
じ
ゃ
口
か
ら　

安
心
と
ど
け　

未
来
ま
で
」

　

水
道
週
間
を
機
に「
安
全
で
お
い
し
い
水
」

と「
環
境
の
保
護
の
大
切
さ
」に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

生
涯
学
習
施
設
ガ
イ
ド
・

生
涯
学
習
情
報
ガ
イ
ド
発
行

　

毎
年
発
行
し
て
い
る
生
涯
学
習
情
報
誌
を
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
手
に
取
り
活
用
で
き
る
よ

う
に
、
Ａ
５
判
で
２
冊
に
分
け
て
発
行
し
ま

し
た
。

●
生
涯
学
習
施
設
ガ
イ
ド　

生
涯
学
習
関
連

施
設
や
各
種
講
座
、
自
主
的
に
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
情
報
を
紹
介

●
生
涯
学
習
情
報
ガ
イ
ド　

生
涯
学
習
市
民

講
座
イ
カ
ル
ス
や
出
張
＆
出
前
講
座
、
県
内

の
大
学
で
開
催
さ
れ
る
学
習
講
座
な
ど
の
情

報
を
紹
介

設
置
場
所　

市
役
所
、
市
内
の
公
民
館
、
公

共
施
設
な
ど

※
イ
カ
ル
ス
は
市
内
に
居
住
、
勤
務
ま
た
は

在
学
す
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

教
科
書
展
示
会

期
間　

６
月
１
日
㈬
～
７
月
26
日
㈫
（
教
育

セ
ン
タ
ー
、
教
科
書
セ
ン
タ
ー
は
土
・
日
曜
、

祝
日
、図
書
館
は
月
曜
、６
月
16
日
を
除
く
）

展
示
時
間　

９
時
～
17
時
（
周
東
図
書
館
は

９
時
30
分
～
、
中
央
図
書
館
は
10
時
～
）

展
示
場
所　

教
育
セ
ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404



広報いわくに 16

は
通
学
し
て
い
る
高
校
生（
20
歳
未
満
の
人
）

※
出
品
票
に
は
所
属
校
長
の
印
が
必
要

開
催
期
間　

①
絵
画
、
彫
刻
・
工
芸
・
デ
ザ

イ
ン
＝
９
月
23
日
㈮
～
27
日
㈫　

９
時
30
分

～
17
時
30
分　

②
書
道
、
写
真
＝
10
月
２
日

㈰
～
６
日
㈭　

９
時
30
分
～
17
時
30
分　

展
示
場
所　

市
民
会
館

規
格　

○
絵
画
＝
洋
画
は
、
額
装
ま
た
は
仮

縁
仕
立
10
号
（
53
㎝
×
33
・
３
㎝
）
以
上

１
０
０
号
Ｓ
（
１
６
２
㎝
×
１
６
２
㎝
）
以

内
。
日
本
画
は
、
屏
風
・
軸
お
よ
び
額
装
ま

た
は
仮
縁
仕
立
２
㎡
以
内　

○
彫
刻
・
工
芸
・

デ
ザ
イ
ン
＝
床
面
積
が
１
・
８
㎡
以
内
で
展

示
可
能
な
も
の　

○
書
道
＝
屏び

ょ
う
ぶ風

・
枠わ

く
ば
り張

・

額
・
軸
装
の
仕
上
が
り
寸
法
は
49
㎝
×
37
㎝

以
上
で
仮
巻
は
不
可
。
篆て

ん
こ
く刻

・
刻こ

く

じ字
は
14
㎝

×
23
㎝
以
上
（
篆
刻
は
、
印い

ん
せ
ん箋

を
用
い
る
こ

と
）。
仕
上
が
り
は
１
・
５
㎡
以
内
で
額
は

一
辺
が
２
ｍ
を
超
え
な
い
こ
と　

○
写
真
＝

モ
ノ
ク
ロ
・
カ
ラ
ー
は
自
由
。
大
き
さ
は

キ
ャ
ビ
ネ
（
２
Ｌ
）
判
以
上
で
１
２
８
㎝
×

１
０
６
㎝
以
内

体
裁　

金
具
・
ひ
も
な
ど
を
取
り
付
け
、
壁

面
展
示
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
額
装
に
ガ

ラ
ス
は
不
可（
ア
ク
リ
ル
可
）。

出
品
点
数　

書
道
、
絵
画
＝
１
人
１
点
（
高

校
生
は
２
点
ま
で
可
）。
写
真
、
彫
刻
・
工

芸
・
デ
ザ
イ
ン
＝
１
人
２
点
ま
で

※
各
部
門
と
も
個
人
で
創
作
し
た
未
発
表
の

も
の
に
限
る
。
入
選
以
上
を
展
示

※
書
道
・
写
真
・
絵
画
の
組
作
品
は
、
い
ず

夏
休
み

　
　

放
課
後
児
童
教
室
利
用
者

　

定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
放
課
後
児
童

教
室
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

保
護
者
や
同
居
の
親
族
が
仕
事
（
お

お
む
ね
４
時
間
以
上
、
月
に
15
日
以
上
）
や

そ
の
他
の
理
由
で
家
庭
保
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
小
学
１
年
～
６
年
生
の
児
童

期
間　

７
月
21
日
㈭
～
８
月
31
日
㈬
（
日
曜
、

８
月
15
日
・
16
日
を
除
く
）

利
用
時
間　

８
時
～
18
時
30
分

保
育
料　

７
月
＝
３
千
円　

８
月
＝
４
千
円

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈬
～
20
日
㈪

申
申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
希
望

す
る
放
課
後
児
童
教
室
へ
提
出
（
書
類
は
放

課
後
児
童
教
室
、
こ
ど
も
支
援
課
、
総
合
支

所
、
支
所
で
配
布
）

問
放
課
後
児
童
教
室
、
こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙

５
０
７
５
、
総
合
支
所
、
支
所

市
美
術
展
覧
会
作
品

対
象　

○
一
般
の
部
＝
市
内
に
在
住
か
勤

務
・
通
学
し
て
い
る
人
（
児
童
、
生
徒
は
除

く
）
ま
た
は
市
内
の
文
化
団
体
に
所
属
し
て

い
る
人　

○
高
校
の
部
＝
市
内
に
在
住
ま
た

れ
も
１
枚
に
ま
と
め
、
規
格
内
に
収
め
る

出
品
料　

千
円
／
点
（
高
校
生
無
料
）

作
品
の
搬
入
日　

①
＝
９
月
20
日
㈫　

②
＝

９
月
29
日
㈭　

10
時
～
18
時

作
品
の
搬
入
場
所　

市
民
会
館　

展
示
室

※
詳
細
は
６
月
20
日
か
ら
文
化
振
興
課
な
ど

で
配
布
の
開
催
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
問
文
化
振
興
課
☎
㉙
５
２
１
１

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

　

花
を
育
て
花
に
親
し
む
こ
と
を
通
し
て
、

環
境
の
美
化
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
地
域

連
帯
感
の
醸
成
な
ど
の
地
域
づ
く
り
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　

市
内
の
学
校
・
地
域
・
グ
ル
ー
プ

審
査　

９
月
頃
に
現
地
で
審
査

表
彰　

部
門
ご
と
に
市
長
賞
・
議
長
賞
・
教

育
長
賞
・
優
秀
賞
な
ど

募
集
期
間　

６
月
６
日
㈪
～
８
月
１
日
㈪

申
所
定
の
応
募
用
紙
に
花
壇
の
写
真
を
添
付

し
て
生
涯
学
習
課
ま
た
は
教
育
支
所
へ
提
出

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

募　

集

消
防
吏
員

受
験
資
格　

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

○
平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
採
用
後
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
構
成
市
町

内
（
岩
国
市
、
和
木
町
）
に
居
住
で
き
る
人

募
集
人
員　

６
人
程
度

受
験
場
所　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

受
験
日
時　

○
一
次
試
験
＝
９
月
18
日
㈰　

９
時
～
12
時
30
分　

○
二
次
試
験
＝
10
月
下

旬受
験
内
容　

○
一
次
試
験
＝
一
般
教
養
、
適

性
検
査　

○
二
次
試
験
＝
面
接
、
論
文
、
身

体
検
査
、
体
力
検
査

募
集
期
間　

７
月
１
日
㈮
～
８
月
１
日
㈪

（
消
印
有
効
）

採
用
予
定
日　

平
成
29
年
４
月
１
日

申
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
な
ど

に
備
え
付
け
の
願
書
（
岩
国
地
区
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
岩
国
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
へ
提
出

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

☎
㉛
０
１
９
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w
w
w
.iw

a
k
u
n
i-fd

.o
r.jp

/

申
所
定
の
応
募
用
紙
に
花
壇
の
写
真
を
添
付

し
て
生
涯
学
習
課
ま
た
は
教
育
支
所
へ
提
出

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
００

試　

験
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市
職
員

職
種　

○
上
級
＝
事
務　

○
上
級
・
中
級
＝

土
木
、
建
築
、
機
械
、
電
気　

○
保
健
師

○
学
芸
員　

○
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭　

○

初
級
＝
事
務
、
事
務
（
身
体
障
害
者
対
象
）、

土
木
、
建
築
、
電
気

※
初
級
事
務
（
身
体
障
害
者
対
象
）
は
、
自

力
で
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な
し
に
職
務
の

遂
行
が
可
能
で
、
活
字
印
刷
文
に
よ
る
筆
記

試
験
に
対
応
で
き
る
人

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
受
験

で
き
ま
せ
ん

○
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
（
保
健
師
、

学
芸
員
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
を
除
く
）

○
成
年
被
後
見
人
お
よ
び
被
保
佐
人

○
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）

採
用
予
定
日　

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降

申
所
定
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
１
枚
（
縦
４
㎝

×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
（
締
切
日
必

着
）
ま
た
は
直
接
、
職
員
課
へ
提
出

※
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書
留
と
し
、
82
円
切

手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
（
縦
23
・
５
㎝

×
横
12
㎝
）
を
同
封

問
職
員
課
☎
㉙
５
０
３
６

区　分
上　級 上級・中級

保健師 学芸員
事務 土木 建築 機械 電気

募集人員 14人程度 １人程度 １人程度 １人程度 １人程度 １人程度 １人程度

受験資格

平成元年４月２
日以降に生まれ
４年制大学を卒
業した人（平成
29年３月卒業見
込みの人を含む
）

【上級】昭和59年４月２日以降に生まれ、
４年制大学を卒業した人（平成29年３月卒
業見込みの人を含む）

【中級】昭和61年４月２日以降に生まれ、
短期大学（高等専門学校を含む）を卒業した
人（平成29年３月卒業見込みの人を含む）

平成元年４月２
日以降に生ま
れ、保健師資格
を有する人（平
成29年３月まで
に取得見込みの
人を含む）

昭和59年４月２日以降に
生まれ、４年制大学で日
本史（中世又は近世）を
専攻して卒業した学芸
員資格を有する人（平成
29年３月に卒業し資格
取得見込みの人を含む）

募集期間 ６月１日㈬～23日㈭（土・日曜を除く）

一
次
試
験

日時
場所

７月24日㈰

受付＝９時30分～　　試験開始＝10時～　　場所＝市役所

種目 教養・専門

二次試験 集団討論・集団面接

三次試験 面接・小論文・適性検査

区　分
保育士・
幼稚園教諭

初　級

事務 事務（身体障害者対象） 土木 建築 電気

募集人員 ４人程度 10人程度 １人程度 １人程度 １人程度 １人程度

受験資格

平成元年４月２日
以降に生まれ、保
育士資格および幼
稚園教諭免許を取
得した人（平成29年
３月までに取得見
込みの人を含む）

平成５年４月２日以降
に生まれ、高等学校以
上を卒業した人（平成
29年３月卒業見込みの
人を含む）
ただし、４年制大学を
卒業および申し込み時
大学の３年次以上に在
学する人を除く

身体障害者手帳の交付を
受け、その障害の程度が
１級～６級の人で、昭和
59年４月２日～平成11
年４月１日までに生まれ、
高等学校以上を卒業した
人（平成29年３月卒業見
込みの人を含む）

昭和63年4月2日以降に生まれ、
高等学校以上を卒業した人（平
成29年３月卒業見込みの人を
含む）
ただし、４年制大学、短期大学
（高等専門学校を含む）を卒業
および申し込み時大学の３年次
以上に在学する人を除く

募集期間 ７月１日㈮～28日㈭（土・日曜、祝日を除く）

一
次
試
験

日時
場所

９月18日㈰

受付＝９時30分～　　試験開始＝10時～　　場所＝市役所

種目 教養・専門 教養 教養・専門

二次試験 集団討論・集団面接

三次試験 面接・小論文・適性検査
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☎
０
８
３
｜
９
２
０
｜
８
７
３
０

問
山
口
県
弁
護
士
会　

☎
０
８
３
｜
９
２
２
｜
０
０
８
７

子
育
て
女
性
等
を
対
象
に
し
た

　
　
　
　
　

再
就
職
実
践
研
修

対
象　

県
内
在
住
の
結
婚
・
出
産
な
ど
で
離

職
し
た
女
性
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
な

ど
で
就
職
を
希
望
す
る
人

※
託
児
無
料
（
就
学
前
児
童
が
対
象
）

日
時　

６
月
17
日
㈮
～
７
月
15
日
㈮
の
う
ち

15
日
程
度
（
１
日
あ
た
り
３
時
間
程
度
）

場
所　

岩
国
市
福
祉
会
館

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
、
パ
ソ
コ
ン

講
座
、
就
職
活
動
対
策
な
ど
の
座
学
研
修
と

職
場
体
験
実
習
な
ど

定
員　

７
人

受
講
料　

無
料
（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

募
集
期
間　

６
月
10
日
㈮
ま
で

面
接　

６
月
14
日
㈫

問
学
校
法
人
Ｙ
Ｉ
Ｃ
学
院（
県
委
託
事
業
者
）

☎
０
８
３
３
―
４
８
―
９
２
１
５

子
育
て
支
援
研
修
会

●
マ
マ
ヨ
ガ
ラ
テ
ィ
ス

「
女
性
の
権
利
１
１
０
番
」
＆

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
１
１
０
番
」

日
時　

６
月
28
日
㈫　

10
時
～
16
時

内
容　

○
女
性
の
権
利
１
１
０
番　

Ｄ
Ｖ
を

含
む
暴
力
や
離
婚
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

○
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
１
１
０
番　

同
性
カ
ッ

プ
ル
、
職
場
に
お
け
る
差
別
、
性
同
一
性
障

害
の
人
の
性
別
取
り
扱
い
変
更
手
続
き
な
ど

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
１
１
０
番
は
男
性
の
相
談
も
可

相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
８
３
―
９
２
０
―
８
７
３
１

問
山
口
県
弁
護
士
会

☎
０
８
３
―
９
２
２
―
０
０
８
７

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

　
　
　

弁
護
士
電
話
法
律
相
談

日
時　

６
月
14
日
㈫
・
28
日
㈫
、
７
月
12
日

㈫
・
26
日
㈫
、
８
月
９
日
㈫
・
23
日
㈫　

10

時
～
12
時 

内
容　

消
費
者
被
害
、
遺
言
・
相
続
、
成
年

後
見
、
財
産
管
理
、
介
護
、
虐
待
な
ど
に
関

す
る
こ
と

※
家
族
や
支
援
者
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す相
談
受
付
番
号

対
象　

乳
幼
児
の
母
親

日
時　

６
月
22
日
㈬　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

こ
ど
も
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

※
託
児
あ
り
（
先
着
10
人
、
生
後
６
カ
月
以

上
の
未
就
園
児
）

募
集
開
始　

６
月
６
日
㈪　

10
時

申
問
こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
８

公
開
講
座

　
　

ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
の
こ
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　

日
時　

６
月
16
日
㈭　

14
時
～
15
時
30
分

（
開
場
＝
13
時
40
分
）

場
所　

市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

講
師　

柏
木
哲
夫
氏
（
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病

院
理
事
長
）

受
講
料　

無
料
（
事
前
予
約
不
要
）

問
岩
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
医
療
福
祉
専
門
学
校

☎
㉙
２
２
３
３

相　

談

講
演
・
講
座
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ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

定
員　

①
＝
50
人（
要
予
約
）
②
＝
20
組

参
加
料　

大
人
＝
１
０
０
円
（
飲
み
物
代
）

申
問
い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
44
０
２
８
８

　
錦
帯
橋
花
菖
蒲
ま
つ
り

※
参
加
費
は
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
無
料 

※
雨
天
の
場
合
、
中
止
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
あ

り●
特
産
品
市
、
竹
細
工
教
室
、
竹
細
工
販
売

日
時　

６
月
11
日
㈯
～
12
日
㈰　

９
時
30
分

～
16
時

場
所　

吉
香
公
園
噴
水
広
場 

●
巨
樹
・
史
跡
め
ぐ
り
市
民
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ

ー日
時　

６
月
11
日
㈯　

９
時
45
分
～
12
時

（
受
付
＝
９
時
～
９
時
45
分
）

受
付
場
所　

吉
香
公
園
噴
水
広
場

※
参
加
賞
あ
り 

●
古
典
芸
能

場
所　

吉
香
神
社
能
舞
台 

６
月
11
日
㈯

○
岩
国
邦
楽
協
会　

10
時
～
12
時

○
岩
国
地
区
吟
剣
詩
舞
道
連
盟　

 

13
時
～

15
時 

６
月
12
日
㈰　

マ
マ
カ
フ
ェ

　
　
　
　

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
！

対
象　

主
に
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、
妊
婦
、

関
心
の
あ
る
人

日
時　

７
月
２
日
㈯　

10
時
～
15
時
30
分

場
所　

市
民
会
館

内
容　

①
三
谷
靖
代
氏
講
演
会
「
夫
婦
で
働

く
時
間
活
用
術
～
も
っ
と
楽
に
子
育
て
～
」

13
時
30
分
～
15
時
（
託
児
あ
り
）　

②
子
育

て
団
体
コ
ー
ナ
ー　

③
子
育
て
マ
ッ
プ
づ
く

り　

④
ら
く
が
き
・
造
形
コ
ー
ナ
ー
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス　

⑤
母
推
・
食
推
コ
ー
ナ
ー
、

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー　

⑥
昔
の
遊
び
・
子
育
て

相
談
コ
ー
ナ
ー　

⑦
子
ど
も
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
～
子
育
て
・
孫
育
て
・
ほ
の
ぼ
の
フ
ォ

ト
～
（
先
着
50
点
募
集
中
、
詳
細
は
ホ
ー
ム

○
岩
国
喜
香
会　

10
時
30
分
～
12
時

○
岩
国
邦
舞
協
会　

13
時
～
15
時

●
写
生
大
会

日
時　

６
月
11
日
㈯
～
12
日
㈰　

10
時
～
15

時受
付
場
所　

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
乗
り
場

※
画
用
紙
は
配
布
し
ま
す

※
参
加
賞
あ
り 

●
清
流
光
神
ハ
ク
ジ
ャ
オ
ー
シ
ョ
ー

日
時　

６
月
12
日
㈰　

①
11
時
～　

②
14
時

～※
①
②
と
も
終
了
後
撮
影
会

場
所　

吉
香
公
園
大
噴
水
横
ス
テ
ー
ジ 

※
雨
天
の
場
合
は
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国
体
育
館

●
花
菖
蒲
苗
の
無
料
配
布

日
時　

６
月
11
日
㈯
～
12
日
㈰　

10
時
～

（
苗
が
無
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
乗
り
場
前

問
観
光
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
６　

イ
ベ
ン
ト
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歯
と
口
の
健
康
週
間
イ
ベ
ン
ト

●
無
料
歯
科
健
康
診
断
・
相
談

対
象　

県
内
に
在
住
し
て
い
る
人

期
間　

６
月
４
日
㈯
～
10
日
㈮
（
５
日
を
除

く
。
要
予
約
）

場
所　

山
口
県
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯
科
医

院料
金　

無
料（
所
定
健
診
票
の
内
容
に
限
る
）

問
山
口
県
歯
科
医
師
会

☎
０
８
３
―
９
２
８
―
８
０
２
０

●
歯
と
口
の
健
康
フ
ェ
ア

日
時　

６
月
４
日
㈯　

13
時
30
分
～
15
時
45

分場
所　

市
民
会
館

内
容　

歯
科
健
診
、
歯
周
疾
患
健
診
、
歯
科

相
談
、
フ
ッ
化
物
塗
布
、
口
腔
が
ん
健
診
な

ど料
金　

無
料

問
岩
国
歯
科
医
師
会
☎
㉓
０
０
２
０

岩
国
自
然
学
習
講
座

●
地
域
の
自
然
に
つ
い
て
学
び
考
え
よ
う

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

７
月
３
日
㈰　

13
時
20
分
～
17
時
30

分（
受
付
開
始
＝
13
時
）

場
所　

ミ
ク
ロ
生
物
館
と
付
近
の
海
岸

定
員　

20
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容　

瀬
戸
内
海
の
環
境
や
生
態
系
を
体
感

す
る
市
民
向
け
講
座

講
師　

末
友
靖
隆
氏
（
ミ
ク
ロ
生
物
館
）

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈬
～
25
日
㈯

申
問
科
学
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
０
１
２
２

自
然
体
験
講
座

●
森
の
科
学
探
検
隊

対
象　

市
内
の
小
学
校
に
通
う
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

日
時　

７
月
16
日
㈯　

10
時
～
14
時
30
分

（
受
付
開
始
＝
９
時
45
分
）

場
所　

吉
香
公
園
（
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
乗
り
場

前
集
合
）

定
員　

小
学
生
と
保
護
者
ペ
ア
20
組
40
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容　

プ
ロ
・
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
佐
々
木
洋

さ
ん
と
一
緒
に
森
の
探
検
に
出
か
け
る

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈬
～
25
日
㈯

申
問
科
学
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
０
１
２
２

芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

●
事
前
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

６
月
24
日
㈮　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

市
民
会
館

内
容　

大
原
美
術
館
の
学
芸
員
に
よ
る
作
品

の
解
説
な
ど

●
美
術
館
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

７
月
１
日
㈮　

７
時
30
分
～
18
時

場
所　

大
原
美
術
館
（
倉
敷
市
）、
田
中
美

術
館
（
井
原
市
）

内
容　

西
洋
美
術
と
彫
刻
家
平
櫛
田
中
の
作

品
の
鑑
賞

交
通
手
段　

貸
切
バ
ス

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

７
５
０
０
円
（
事
前
セ
ミ
ナ
ー
・

バ
ス
交
通
費
・
入
館
料
・
保
険
料
含
む
）

募
集
開
始　

６
月
６
日
㈪　

９
時

申
問
（
公
財
）
岩
国
の
文
化
を
育
て
る
会
事
務

局（
文
化
振
興
課
内
）☎
㉙
５
２
１
1

錦
川
鉄
道　

車
両
運
転
体
験

対
象　

中
学
生
以
上
（
中
学
生
は
大
人
の
同

伴
が
必
要
）

日
時　

６
月
25
日
㈯　

岩
国
駅
発
８
時
34
分

～
岩
国
駅
着
15
時
23
分
（
乗
車
必
須
）　

10

時
開
講
、
13
時
閉
講

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

運
転
取
り
扱
い
や
車
両
の
構
造
な
ど

の
学
習
の
後
、
錦
町
駅
構
内
に
お
い
て
交
代

で
実
車
運
転
を
体
験

参
加
料　

一
般
（
大
学
生
以
上
）
＝
５
千
円
、

中
学
・
高
校
生
＝
３
千
円

※
運
転
体
験
料
、
保
険
料
を
含
む
。
錦
川
清

流
線
運
賃
は
自
己
負
担

※
同
伴
者
は
５
０
０
円
で
講
習
会
や
体
験
列

車
に
参
加
可
能

募
集
期
間　

６
月
18
日
㈯
ま
で
（
必
着
）

申
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
清
流
線
乗
車
駅
、
同
伴
者
名
を
記
入
し
、

錦
川
鉄
道
㈱
へ
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
７
２
４　

錦
町
広
瀬

７
８
７
３
―

９　

「
錦
川
鉄
道
㈱　

車
両
運

転
体
験
」
係

問
錦
川
鉄
道
㈱

☎
72
２
０
０
２

FAX 

72
３
７
２
８

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

　
　
　
　

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　

米
空
軍
所
属
の
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
、

本
場
ア
メ
リ
カ
ン
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時　

６
月
16
日
㈭　

18
時
30
分
～
（
開
場

＝
18
時
）

場
所　

市
民
会
館

料
金　

千
円
（
中
高
生
５
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料
）

販
売
場
所　

岩
国
ま
ち
な
か
倶
楽
部
、
岩
国

ス
ズ
ヤ
、
ふ
ち
だ
楽
器
店
岩
国
店
ほ
か

問
岩
国
ま
ち
な
か
倶
楽
部
☎
93
５
１
８
４

商
工
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
０
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プ
レ
イ
ル
ー
ム

　
　
　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
!!

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

６
月
24
日
㈮　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

藤
河
公
民
館

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

募
集
開
始　

６
月
１
日
㈬　

10
時

申
問
こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
８

ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
教
室

対
象　

市
内
ま
た
は
近
隣
に
住
む
小
・
中
学

生日
時　

６
月
６
日
㈪
～
平
成
29
年
３
月
31
日

㈮
の
毎
週
月
・
金
曜
18
時
～
20
時

場
所　

岩
国
総
合
支
援
学
校　

体
育
館

定
員　

20
人

受
講
料　

２
千
円
／
月

募
集
開
始　

６
月
１
日
㈬

申
問
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
（
松
重
）

☎
０
９
０
―
３
３
７
５
―
０
３
２
７

ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
野
村
）

☎
０
８
０
―
１
９
３
５
―
３
３
１
０

６
月
の
献
血

　

６
月
の
献
血
日
時
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
山
口
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎
㉒
０
１
２
２

科
学
教
室

●
羽
ば
た
く
チ
ョ
ウ
を
作
ろ
う

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

６
月
19
日
㈰　

９
時
30
分
～
11
時
30

分定
員　

16
人
（
先
着
順
）

内
容　

モ
ー
タ
ー
の
回
転
を
振
動
に
変
え
て
、

元
気
よ
く
羽
ば
た
く
チ
ョ
ウ
を
作
る

募
集
開
始　

６
月
５
日
㈰　

８
時
30
分

●
真
空
の
世
界
を
体
験
し
よ
う

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

６
月
25
日
㈯　

９
時
30
分
～
11
時
30

分定
員　

16
人
（
先
着
順
）

内
容　

真
空
の
世
界
を
体
験
し
て
、
簡
単
な

真
空
ポ
ン
プ
を
作
る

募
集
開
始　

６
月
12
日
㈰　

８
時
30
分

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

市
民
科
学
講
座

●
変
幻
自
在
！
宇
宙
を
駆
け
る
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

６
月
11
日
㈯　

14
時
～
15
時
30
分

（
開
場
＝
13
時
30
分
）

場
所　

市
役
所　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

ノ
ー
ベ
ル
賞
で
脚
光
を
浴
び
た
不
思

議
な
素
粒
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
す
る
市
民
向
け
公
開
講
座

講
師　

白
石
清
氏
（
山
口
大
学
教
授
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

㊡
６
月
13
日
㈪

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
芸
術
・
文
化
若
い
芽
を
育
て
る
会
」
奨
励

賞
受
賞
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
２
人
の
共
演

日
時　

６
月
18
日
㈯　

14
時
～
（
開
場
＝
13

時
30
分
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

２
階
ミ
ュ
ー

ズ
ホ
ー
ル

定
員　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

出
演　

ソ
プ
ラ
ノ
＝
野
々
村
彩
乃
、
ピ
ア
ノ

＝
高
橋
優
介

演
奏
予
定
曲　

ラ
ベ
ル
／
夜
の
ガ
ス
パ
ー
ル
、

山
田
耕
筰
／
か
ら
た
ち
の
花 

ほ
か

料
金　

無
料
（
全
席
自
由
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

ソプラノ
野々村彩乃

ピアノ
高橋優介

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

献　

血

科
学
セ
ン
タ
ー

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
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働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　

☎
㉒
０
４
９
０

働
く
婦
人
の
家
自
主
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

人
で
、
原
則
と
し
て
初
心
者

期
間　

６
月
～
９
月

●
茶
道
教
室
（
裏
千
家
）

日
時　

第
２
・
４
水
曜　

18
時
30
分
～
20
時

30
分
（
全
８
回
）

募
集
人
数　

４
人

受
講
料　

６
千
円
（
前
納
）

●
茶
道
教
室
（
表
千
家
）

日
時　

第
２
・
４
月
曜　

18
時
30
分
～
20
時

30
分
（
全
８
回
）

募
集
人
数　

２
人

受
講
料　

６
千
円
（
前
納
）

●
絵
手
紙
教
室

日
時　

第
１
・
３
金
曜　

13
時
30
分
～
15
時

（
全
８
回
）

募
集
人
数　

12
人

受
講
料　

６
千
円
（
前
納
）

●
ダ
ン
サ
サ
イ
ズ
＆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時　

第
２
・
４
金
曜　

19
時
20
分
～
20
時

50
分
（
全
８
回
）

募
集
人
数　

12
人

受
講
料　

４
６
０
０
円

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
働
く
婦
人
の
家

中
央
公
民
館

㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目　

☎
43
０
１
７
４

童
謡
や
唱
歌
を
歌
っ
て

　
　

心
と
か
ら
だ
を
元
気
に
！

●
歌
い
継
ぎ
た
い
日
本
の
歌

日
時　

７
月
３
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

内
容　

【
第
１
部
】
誰
も
が
知
っ
て
い
る
童

謡
や
唱
歌
な
ど
を
楽
し
く
歌
う

【
第
２
部
】
独
唱
＆
ピ
ア
ノ
＆
お
し
ゃ
べ
り

コ
ン
サ
ー
ト
（
小
・
中
学
校
音
楽
教
科
書
か

ら
）

講
師　

廣
田
登
志
子
氏
（
元
小
学
校
長
）

参
加
料　

無
料

ゆ
る
体
操
教
室

　

体
を
ゆ
る
ゆ
る
に
ゆ
る
め
て
疲
労
回
復
！

楽
し
く
て
カ
ン
タ
ン
ゆ
る
体
操
♪ 

日
時　

６
月
22
日
㈬　

13
時
30
分
～
15
時

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

小
枝
加
代
子
氏

受
講
料　

無
料

持
参
品　

バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、

汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
あ
れ
ば
５
本
指
靴
下

募
集
開
始　

６
月
６
日
㈪　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

思
春
期
の
子
を
持
つ
親
の
講
座

●
子
育
て
に
活
か
す
イ
ラ
イ
ラ
の
対
処
法
～

思
春
期
編
～

対
象　

市
内
に
在
住
か
勤
務
し
、
思
春
期
の

子
供
（
主
に
小
学
生
～
中
学
生
）
を
持
つ
保

護
者
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人

日
時　

７
月
１
日
㈮　

10
時
～
11
時
30
分

定
員　

40
人
（
１
歳
以
上
託
児
あ
り
）

講
師　

小
林
洋
子
氏
（
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
）
講
師
）

受
講
料　

無
料

募
集
開
始　

６
月
３
日
㈮　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

家
庭
教
育
講
座

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
子
育
て
１･

２･

３･

４ 

～
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぼ
う
！ 

～

対
象　

市
内
に
在
住
か
勤
務
し
、
１
歳
か
ら

４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
ま
た
は

関
心
の
あ
る
人

※
原
則
、
全
講
座
受
講
可
能
な
人

※
１
歳
児
以
上
託
児
有
り

○
ほ
め
上
手
な
親
に
な
る
た
め
に

日
時　

７
月
４
日
㈪　

10
時
～
11
時
30
分

講
師　

森
川
利
春
氏
（
岩
国
短
期
大
学
非
常

勤
講
師
）

○
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
防
災
対
策

日
時　

７
月
12
日
㈫　

10
時
～
11
時
30
分

講
師　

土
井
善
博
氏
（
岩
国
地
区
消
防
組
合

職
員
）

○
セ
ル
フ
リ
ン
パ
ケ
ア

日
時　

７
月
19
日
㈫　

10
時
～
11
時
30
分

講
師　

白
木
佑
充
子
氏
（
リ
ン
パ
サ
ロ
ン
店

オ
ー
ナ
ー
）

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

募
集
開
始　

６
月
７
日
㈫　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

▲絵手紙教室の作品例

中
央
公
民
館

働
く
婦
人
の
家
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岩
国
運
動
公
園

㊡
６
月
29
日
㈬

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

岩
国
運
動
公
園
の
休
園

　

６
月
29
日
㈬
は
運
動
公
園
内
の
全
て
の
施

設
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ミ
ズ
ノ
主
催
イ
ベ
ン
ト

●
ミ
ズ
ノ
ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ン
パ
☆
星
に
願
い

を
・
・
・
☆

対
象　

25
歳
か
ら
40
歳
の
独
身
の
人

日
時　

７
月
２
日
㈯　

16
時
30
分
～
21
時

場
所　

二
鹿
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人

参
加
料　

３
千
円

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈬
～
28
日
㈫

●
ミ
ズ
ノ
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

対
象　

高
校
生
以
上
の
人

日
時　

６
月
26
日
㈰　

18
時
～
20
時

内
容　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
予
定

場
所　

市
総
合
体
育
館　

ア
リ
ー
ナ

定
員　

20
人

参
加
料　

５
０
０
円

募
集
期
間　

６
月
１
日
㈬
～
23
日
㈭

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

玖
珂
総
合
公
園

㊡
な
し

玖
珂
町　

☎
81
０
３
５
０

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
休
園

　

芝
生
管
理
作
業
の
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
を
休
園
し
ま
す
。

期
間　

６
月
～
９
月
の
第
２
・
４
月
曜
日
＝

全
コ
ー
ス
、
６
月
＝
語
り
合
い
コ
ー
ス
、
７

月
＝
め
ぐ
り
あ
い
コ
ー
ス
、
８
月
＝
出
会
い

コ
ー
ス
、
９
月
＝
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
、
10
月

＝
語
り
合
い
コ
ー
ス

※
他
の
施
設
は
通
常
通
り
使
用
で
き
ま
す

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎
41
０
４
５
２

企
画
展

●
水
波
博
絵
画
展　

～
由
宇
町
が
生
ん
だ
孤

高
の
画
家
～

期
間　

７
月
10
日
㈰
ま
で

内
容　

由
宇
町
出
身
の
画
家
、
故
水
波
博
氏

の
作
品
と
生
涯
を
紹
介

郷
土
史
研
究
会

●
杉
民
治
と
山
代
開
発

日
時　

６
月
19
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

有
田
数
士
氏
（
元
岩
国
短
期
大
学
教

授
）

古
文
書
講
座
（
初
級
）

●
藩
主
未
亡
人
の
小
旅
行
記

日
時　

６
月
19
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

正
中
克
磨
氏
（
和
木
町
文
化
財
審
議

会
長
）

中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６

文
庫「
そ
ら
い
ろ
の
お
う
ち
」
に
よ
る

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

６
月
９
日
㈭　

10
時
15
分
～
10
時
45

分●
中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２
・
４
木
曜

日
の
午
前
中
を
「
乳
幼
児
の
日
」
と
し
て
い

ま
す

　

子
供
た
ち
に
小
さ
い
と
き
か
ら
本
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、
乳
幼
児
を
連
れ
た
保
護

者
が
気
軽
に
図
書
館
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

設
け
た
も
の
で
す
。

岩
国
運
動
公
園

玖
珂
総
合
公
園

中
央
図
書
館

岩
国
徴
古
館



2
4
6
　

広
報

い
わ

く
に

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて秘書広報課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

８月１日号募集期限　６月24日（必着）

「５月の風景」

　樋口　あや子さん（美和町）

ー
ツ
分
野
の
み
な
ら
ず
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
お
い
て
、
専
門
的
な
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し

た
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
意
味
か
ら
も
、
誰

も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
愛
宕
山
地
域
で
は
野
球
場
や
陸

上
競
技
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設

が
進
ん
で
お
り
、
将
来
的
に
は
こ
れ
ら
の

施
設
を
利
用
し
て
の
合
宿
誘
致
な
ど
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
多
数
輩

出
し
て
い
る
日
体
大
の
選

手
の
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
目
に
す
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

Vol.83市長夢日記
　

日
本
体
育
大
学
と
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

日
体
大
の
松
浪
健
四
郎
理
事
長
は
、
衆

議
院
議
員
時
代
に
国
会
で
席
を
並
べ
た
仲

で
あ
り
、
今
回
の
協
定
の
締
結
に
一
肌
脱

い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
日
体
大
の
生
徒
や
指
導
者
と

市
民
の
皆
様
と
の
交
流
を
進
め
る
こ
と
で
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
と
い
っ
た
競
技
ス
ポ

 福田 良彦
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